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食
料
お
よ
び
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
こ
こ
数
年
、
世

界
各
国
の
政
府
、
民
間
投
資
家
、
金
融

機
関
が
他
国
で
の
土
地
の
取
得
に
関
心

を
高
め
て
い
る
。
取
得
地
あ
る
い
は
対

象
地
の
ほ
と
ん
ど
は
、
発
展
途
上
国
、

と
り
わ
け
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
に

あ
る
。
本
稿
で
は
一
般
に
土
地
収
奪

（land grabbing

）
と
称
さ
れ
る
最
近

の
現
象
に
つ
い
て
考
察
し
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
の
例
を
取
り
上
げ
て
、
対
象
国
の

開
発
に
対
す
る
実
際
の
影
響
お
よ
び
潜

在
的
な
影
響
を
検
証
す
る
。

●
は
じ
め
に

　
「
土
地
収
奪
」⑴
と
い
う
言
葉
が
一
般

的
に
な
っ
た
の
は
、
国
境
を
越
え
た
大

規
模
な
土
地
取
引

⑵
が
、
主
に
発
展
途

上
国
で
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
二
〇
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

に
か
け
て
鮮
明
と
な
り
、
こ
の
間
五
六

〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
る
土
地
が

外
国
機
関
に
よ
っ
て
購
入
・
賃
借
さ
れ
、

あ
る
い
は
交
渉
が
行
わ
れ
た
（
参
考
文

献
②
）。
土
地
収
奪
の
主
な
目
的
は
農

業
生
産
（
食
用
作
物
、
バ
イ
オ
燃
料
お

よ
び
薬
用
作
物
の
生
産
）、
採
鉱
、
石

油
探
査
、
林
業
、
観
光
お
よ
び
環
境
保

護
で
あ
る
。

　

文
献
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
な
ら
び
に
世
界
銀
行
や
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
機

関
は
、
食
料
安
全
保
障
や
貧
困
と
い
っ

た
重
要
な
問
題
が
改
善
さ
れ
る
と
し
て
、

こ
う
し
た
土
地
取
引
あ
る
い
は
土
地
へ

の
投
資
を
開
発
の
「
好
機
」
と
み
な
し

て
い
る

⑶
。
ま
た
こ
う
し
た
土
地
取
引

は
投
資
家
、
受
入
国
住
民
の
「
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
」
を
も
た
ら
し
う
る
と
の
楽

観
的
な
見
方
を
し
て
い
る
。

　

反
対
に
、
と
り
わ
け
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

・
オ
ブ
・
ペ
ザ
ン
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

（T
he Journal of Peasant Studies

）』

に
寄
稿
し
て
い
る
研
究
者
や
オ
リ
ビ

エ
・
デ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
（
前
国
連
特
別

報
告
官
［
食
料
問
題
担
当
］）
の
よ
う

な
知
識
人
、
ま
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
や
市
民
団
体
は
、
土
地
収
奪
を
解

決
策
で
は
な
く
、
開
発
へ
の
「
脅
威
」

と
み
な
し
て
い
る
。
土
地
収
奪
は
資
源

（
主
に
土
地
と
水
）
の
管
理
を
め
ぐ
っ

て
投
資
家
と
地
元
住
民
の
間
に
対
立
が

生
じ
、
住
民
の
立
ち
退
き
や
生
活
手
段

の
喪
失
を
も
た
ら
す
結
果
、
貧
困
お
よ

び
食
料
安
全
保
障
が
悪
化
す
る
こ
と
に

な
る
と
彼
ら
は
主
張
す
る
。
ま
た
、
森

林
開
拓
そ
の
他
の
活
動
に
よ
り
環
境
コ

ス
ト
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
土
地
収
奪
に
批
判
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
農
業
目
的
で
取
得
さ
れ
た

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
土
地
に
注
目
し
て
、

発
展
途
上
国
で
は
大
多
数
の
住
民
が
農

地
な
ど
の
自
然
資
源
に
頼
っ
て
生
活
を

維
持
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、

土
地
収
奪
が
住
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う

に
影
響
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
証
を

行
う
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
住
民
の
八

〇
％
が
農
民
で
、
そ
の
多
く
は
貧
し
く

食
料
の
自
給
す
ら
で
き
て
い
な
い
た
め

日
々
の
食
事
に
も
事
欠
い
て
い
る
。
二

〇
一
三
年
の
世
界
飢
餓
指
数
の
報
告
に

よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
二

年
に
か
け
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
住
民
の

三
三
％
が
栄
養
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
土
地
取
引
が
貧
困
削
減
と
食

料
安
全
保
障
に
寄
与
す
る
―
―
悪
化
さ

せ
る
の
で
は
な
く
―
―
こ
と
を
明
確
に

提
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

●
誰
が
な
ぜ
土
地
を
収
奪
し
て
い

る
の
か

　

発
展
途
上
国
の
広
大
な
土
地
の
取
得

に
関
心
を
高
め
て
い
る
主
要
な
主
体
は
、

先
進
国
の
政
府
、
民
間
投
資
家
、
金
融

機
関
で
あ
る
。
こ
の
関
心
の
高
ま
り
は

二
つ
の
時
期
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
初
は
、
農
業
生
産
の
低
迷
な
ら
び
に

食
料
お
よ
び
バ
イ
オ
燃
料
の
需
要
の
高

ま
り
に
よ
り
、
国
際
食
料
価
格
が
高
騰

し
始
め
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
で
あ
る
。

二
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
「
３
Ｆ
」
危
機
が

起
き
た
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年

で
、
こ
の
と
き
食
料
（food

）、
燃
料

（fuel

）、
金
融
（financial

）
の
世
界

市
場
が
不
安
定
と
な
っ
て
世
界
経
済
を

特　集
アフリカ農村開発の新機軸

　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
土
地
収
奪

―
―
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
事
例
―
―ツ

ィ
ラ
ブ
・
ラ
ラ
ン
デ
ィ
ソ
ン
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脅
か
し
た
。
食
料
価
格
が
記
録
的
な
高

水
準
に
達
し
た
た
め
、
食
料
輸
入
に
依

存
す
る
国
の
政
府
は
食
料
安
全
保
障
に

つ
い
て
懸
念
を
深
め
、
食
料
生
産
を
外

部
化
し
て
自
国
の
食
料
供
給
を
確
保
す

る
た
め
に
海
外
の
土
地
を
取
得
し
始
め

た
。
一
方
、
高
ま
る
バ
イ
オ
燃
料
の
需

要
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
に
関
心
を
寄

せ
る
民
間
投
資
家
は
、
世
界
中
い
た
る

と
こ
ろ
で
利
用
可
能
な
土
地
を
探
し
始

め
た
。
ま
た
土
地
の
価
格
が
上
昇
し
、

安
全
性
の
高
い
投
資
資
産
と
み
な
さ
れ

た
た
め
、
金
融
機
関
も
土
地
の
確
保
に

奔
走
し
た
。
農
業
は
高
い
利
益
を
も
た

ら
す
と
い
う
期
待
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま

で
一
般
的
に
は
投
資
資
産
で
は
な
か
っ

た
農
地
が
管
理
す
べ
き
貴
重
な
資
源
と

な
っ
た
。

●
土
地
収
奪
は
ど
こ
で
起
き
て
い

る
か

　

土
地
の
取
得
に
関
し
て
投
資
家
が
主

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
が
ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

東
南
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
「
受
入
国
」
と
称
さ

れ
る
。「
投
資
」
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

イ
ン
ド
、
東
ア
ジ
ア
、
湾
岸
諸
国
の
国

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
よ
う
に
受
入
国
で
も
投
資
国
で
も

あ
る
国
も
あ
る
。

　

数
あ
る
発
展
途
上
国
の
な
か
で
も
、

投
資
家
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
に
特
に
魅
力
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
土

地
取
引
の
七
〇
％
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

フ
リ
カ
で
締
結
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
②
）。
ア
フ
リ
カ
の
農
地
が
魅
力
的

な
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
第
一
に
、

ア
フ
リ
カ
に
は
安
価
で
広
大
な
未
利
用

地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

第
二
に
、
農
業
労
働
力
が
比
較
的
豊
富

で
安
価
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
未
利

用
地
は
政
府
の
管
理
下
に
あ
り
、
ア
フ

リ
カ
諸
国
の
政
府
は
大
抵
、
土
地
へ
の

海
外
直
接
投
資
に
好
意
的
な
た
め
、
所

有
権
制
度
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
ち
な
み
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
土
地
取
引
は
民
間

同
士
の
取
引
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

韓
国
系
企
業
の
大
宇
（D

aew
oo

）

お
よ
び
イ
ン
ド
系
企
業
の
バ
ル
ン

（V
arun

）
が
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
一
五

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
確
保
を
図

っ
た
二
つ
の
事
例
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
で
最
大
か
つ
注
目
に
値
す
る

土
地
収
奪
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
、
大

宇
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
現
在
の
総
耕
作

地
の
三
分
の
一
を
上
回
る
一
三
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
耕
作
地
を
、
ま
た
バ
ル
ン

は
二
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
地
を
取

得
し
よ
う
と
し
た
。
大
宇
は
パ
ー
ム
油

用
の
ヤ
シ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
し

て
韓
国
に
輸
出
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

バ
ル
ン
は
コ
メ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生

産
し
、
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
の
二
〇
％
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
五
〇
％
を
輸
出
す
る

計
画
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
企
業
も
イ
ン

フ
ラ
整
備
へ
の
大
規
模
な
投
資
と
雇
用

創
出
を
約
束
し
た
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
中

央
政
府
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
特
に

農
村
地
域
で
経
済
開
発
と
生
活
向
上
が

期
待
で
き
る
機
会
だ
と
み
な
す
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
市
民
の
抗
議
も

あ
り
、
ま
た
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
っ
た

政
治
危
機
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
開
始
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
文
化
的
に
土
地
に

対
す
る
愛
着
が
強
く
、
ま
た
（
新
）
植

民
地
主
義
に
対
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
、
土
地
分
配
は
依

然
と
し
て
慎
重
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

●
現
在
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
土
地

収
奪
が
起
き
て
い
る
か

　

大
宇
お
よ
び
バ
ル
ン
が
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
よ
う
と
し

て
か
ら
後
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。 

二
〇
〇
五
年
以
降
お
よ
そ
四
〇

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
断
念
さ
れ
た
と
見

積
も
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

こ
れ
は
当
初
発
表
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
八
〇
％
に
あ
た
り
、
英
国
の
Ｄ
１

―
Ｂ
Ｐ
や
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

テ
ラ
ロ
ッ
サ
（Green Energy T

erra 
Rosso

）、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ラ
ス
（Co-

las

） 

の
よ
う
な
大
企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
断
念
の
理
由
と
し
て
二
つ
の
説
明
が

考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
理
由
は
、
農
学

的
な
観
点
か
ら
み
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
く
な
い
こ
と
に

関
係
し
て
い
る
。
企
業
は
生
産
を
農
民

に
委
託
す
る
契
約
農
法
で
は
な
く
、
農

業
労
働
者
を
雇
う
直
接
農
法
を
採
用
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

が
、
直
接
農
法
で
は
収
穫
が
少
な
く
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

イ
ン
ド
系
企
業
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
二
〇
一

二
年
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
北
部
で
我
々
が

実
施
し
た
調
査
で
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り
〇
・
五
ト
ン
の
収
穫
し
か
な
い

こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
国
平

均
の
同
一
・
五
ト
ン
や
世
界
平
均
の
同

三
・
五
ト
ン
と
比
べ
て
も
か
な
り
少
な

い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
断
念
を
説
明
す
る
第

二
の
理
由
は
、
土
地
支
配
に
関
係
が
あ

る
。
投
資
家
は
私
有
地
お
よ
び
非
占
有

地
と
い
う
二
種
類
の
土
地
を
利
用
し
て
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い
る
。
私
有
地
で
は
、
投
資
家
は
民
間

同
士
の
土
地
取
引
を
通
じ
て
土
地
の
使

用
権
を
有
し
て
い
る
。
問
題
が
生
じ
る

の
は
非
占
有
地
を
利
用
す
る
場
合
で
あ

る
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回
る
土

地
取
引
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
合
法
的

許
可
ま
た
は
権
利
を
中
央
政
府
か
ら
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
事
業
計
画

の
承
認
や
環
境
影
響
評
価
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
る
。
企
業
が
土

地
に
関
す
る
法
令
を
十
分
理
解
し
て
い

な
い
か
、
あ
る
い
は
法
令
を
無
視
し
て

地
方
当
局
と
非
公
式
な
土
地
契
約
を
結

ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
土
地
の
法
的
権
利
を

取
得
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ

の
土
地
が
実
際
に
は
他
者
に
よ
っ
て
占

有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
多

く
は
そ
の
土
地
を
あ
き
ら
め
る
。
た
と

え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
利
用
さ
れ
る

土
地
の
六
七
％
に
は
季
節
に
よ
っ
て
牛

の
放
牧
が
行
わ
れ
る
牧
草
地
（
草
地
）

が
含
ま
れ
、
七
％
は
農
民
が
す
で
に
利

用
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
）。

　

断
念
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
も
実
施

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
希

望
す
る
土
地
の
取
得
は
比
較
的
小
規
模

で
、
土
地
の
活
用
も
ま
だ
十
分
で
は
な

い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は

現
在
一
一
の
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
六
四
％
で
は
表

１
に
示
す
よ
う
に
ヤ
ト
ロ
フ
ァ

⑷
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
一
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
合
わ
せ
た
土
地
の
総
面
積
は
お
よ
そ

二
一
万
七
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、

耕
作
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
％
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ど
の
投
資
企
業
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
土
地

の
法
的
権
利
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
十

分
な
投
資
を
た
め
ら
っ
て
い
る
こ
と
が

理
由
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

●
土
地
収
奪
に
よ
る
影
響

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
場
合
、
こ
れ
が
最

近
の
動
き
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
の
土
地
取
引
の
影
響

は
ま
だ
不
明
だ
が
、
い
く
つ
か
の
リ
ス

ク
と
便
益
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
リ
ス
ク
と
し
て
は
主
に
二

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
こ
う
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
長
期
的
な
環
境
悪

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
な
か

に
は
伐
採
（
果
樹
を
含
む
）
に
よ
り
土

地
を
切
り
開
き
、
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
た
環
境
影
響
評
価
が
完
了
し
な
い
ま

ま
灌
漑
用
水
を
く
み
上
げ
て
い
る
（
地

元
住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
）
企

業
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
さ

表１　　マダガスカルで実施中の大規模農業投資プロジェクトの概略（2014年）

企　　業　　名 国　名 設立年 生産物 対象面積
（ha）

耕作面積
（ha） 地域および場所 目的

トッツィ・グリーン
（Tozzi Green） イタリア 2010 ヤトロファ* 100,000 2,000 イオロンブ（Ihorombe）（南西部） 種子輸出

プラチニウム（Platinium） 不明 2010 ヤトロファ 30,000 150 ブエニー（Boeny）（北西部） 種子輸出

フューエル・ストック
（Fuel Stock）

イギリス／
北アイルラ

ンド
2008 ヤトロファ 18,000 200 ブエニー（Boeny）（北西部） 種子輸出

グローバル・グリーン・オイル
（Global Green Oil） 不明 2009 ヤトロファ 15,000 200 ブエニー（Boeny）（北西部） 種子輸出

ヘクシ、フツロ・フォレスター
ル（GEXSI, Futuro Forestal）

ドイツ、
パナマ 不明 ヤトロファ、

油糧種子 15,000 150 ブエニー（Boeny）（北西部） 種子輸出

ジェイ・オイルズ（J-Oils） 不明 不明 ヤトロファ 10,000 20 ディアナ（Diana）（北部） 種子輸出

ヤ ト ロ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ
（Jatro Solutions）、グリーン・

アイランド（Green Island）
ドイツ 2007 ヤトロファ 3,000 420 ヴァトヴァヴィーフィトヴィナニー

（Vatovavy Fitovinany）（南東部） 種子輸出

スコマ（SUCOMA） 中国 不明 サトウキビ 10,000 20 ディアナ（Diana）（北部） 不明

グリーン・コー（Green Co） 不明 不明 サトウキビ 5,000 80 ベチボカ（Betsiboka）（北西部） 不明

GPAS インド 2009 トウモロコシ 6,000 262 ディアナ（Diana）（北部） 穀物輸出

ランドマーク（Landmark） インド 不明 トウモロコシ 5,000 1,000 イオロンブ（Ihorombe）（南西部） 穀物輸出

（注）　＊トッツィ・グリーン（Tozzi Green）は最近、ヤトロファ生産からトウモロコシ・バンバラマメ・大豆などの食用作物生産に切り替えた。
（出所）　参考文献①、③、⑤、⑥、⑧より筆者作成。
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ら
に
開
墾
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
断
念

し
て
も
、
土
地
の
復
元
を
行
わ
ず
、
生

物
多
様
性
の
喪
失
を
も
た
ら
す
企
業
も

あ
る
。

　

第
二
の
リ
ス
ク
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
貧
困
削
減
に
寄
与
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
企
業
は
特
に
日

雇
い
労
働
者
に
つ
い
て
は
地
元
か
ら
の

雇
用
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
が
、
賃
金
は
地
元
の
農

業
賃
金
率
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る

⑸
。
提

供
さ
れ
る
仕
事
の
数
も
依
然
と
し
て
限

ら
れ
て
い
る
。
日
雇
い
労
働
お
よ
び
季

節
労
働
以
外
の
雇
用
機
会
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生

産
物
の
輸
出
を
計
画
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
加
工
の

仕
事
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
工
場
で
の

雇
用
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

便
益
と
し
て
は
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
企
業
が
地
元
政
府
に
税
金
を
払
っ
て

お
り
、
地
元
政
府
の
予
算
が
一
〇
～
三

〇
％
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
企
業
が
、

学
校
お
よ
び
病
院
の
建
設
な
ど
社
会
的

責
任
活
動
を
通
じ
て
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
。
学
校
の
教
師
に
研
修
を
行
っ
た

り
、
地
方
に
道
路
を
建
設
し
た
り
、
地

方
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
り

す
る
企
業
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
企
業
は

自
社
の
従
業
員
に
鋤
な
ど
の
農
具
を
貸

し
出
し
た
り
、
相
談
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

肥
料
・
農
薬
・
除
草
剤
な
ど
の
投
入
品

ま
で
も
提
供
し
て
、
自
給
自
足
の
た
め

の
農
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
結
論

　

土
地
へ
の
投
資
が
貧
困
や
食
料
安
全

保
障
上
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
懸
念
や
、
多
く
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
う
ま
く
い
か
ず
、
あ
る
い
は

断
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
世

界
銀
行
は
二
〇
一
〇
年
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
国

際
農
業
開
発
基
金
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｄ
）、
国

連
貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）

と
と
も
に
、
任
意
で
遵
守
さ
れ
る
べ
き

行
動
規
範
（CoC

）
を
策
定
・
推
進
し

た
。
こ
れ
は
受
入
国
の
権
利
・
生
活
・

資
源
を
尊
重
し
た
責
任
あ
る
農
業
投
資

を
行
う
た
め
、
投
資
家
の
指
針
と
な
る

任
意
で
遵
守
さ
れ
る
べ
き
原
則
で
あ
る
。

行
動
規
範
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
法
律
を

補
完
・
強
化
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
外
国
か
ら
の
投
資
が
促
進
さ
れ
る
と

と
も
に
海
外
の
投
資
家
は
保
護
さ
れ
る
。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
法
律
に
は
地
元
住
民

の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
や
、
投
資
に

よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
条
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。
行
動
規
範

に
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
投
資
家

と
受
入
国
が
い
わ
ゆ
る
「
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
」
を
も
た
ら
す
関
係
を
築
く
の
に

役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

行
動
規
範
お
よ
び
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

法
律
を
使
っ
て
、
我
々
は
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
で
も
他
の
場
所
で
も
「
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
」
を
も
た
ら
す
関
係
に
寄
与
で
き

る
四
つ
の
枠
組
み
を
提
案
し
た
い
。
そ

れ
は
、
①
投
資
家
は
当
該
投
資
に
よ
り

利
益
を
得
ら
れ
る
、
②
土
地
を
め
ぐ
る

対
立
が
な
い
、
す
な
わ
ち
地
元
住
民
お

よ
び
投
資
家
の
土
地
に
関
す
る
権
利
が

保
護
さ
れ
る
、
③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環

境
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
軽
減
ま
た
は
相

殺
さ
れ
る
、
④
労
働
者
に
提
供
さ
れ
る

社
会
的
、
お
よ
び
経
済
的
条
件
は
最
良

の
ケ
ー
ス
に
従
う
と
と
も
に
、
社
会
経

済
的
便
益
が
全
体
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
総
費
用
を
上
回
る
、
で
あ
る
。

　

こ
の
枠
組
み
を
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
進

行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
に
当
て

は
め
た
場
合
、「
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
」

を
も
た
ら
す
関
係
と
は
程
遠
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
①
（
現

段
階
で
は
）
投
資
家
は
投
資
か
ら
利
益

を
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

②
住
民
の
土
地
の
権
利
は
多
少
尊
重
さ

れ
て
い
る
が
、
投
資
家
の
権
利
は
保
護

さ
れ
て
い
な
い
、
③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
環
境
へ
の
有
害
な
影
響
の
評
価
が

ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
、
④
地
域
経
済

に
何
か
ら
の
経
済
的
便
益
は
あ
る
も
の

の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
費
用
便
益

分
析
を
行
っ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
民
主
選
挙
を
受

け
て
二
〇
一
四
年
初
め
に
政
治
危
機
が

収
束
し
、
新
政
権
が
発
足
し
て
、
農
業

投
資
家
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
投
資

家
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
政
府
に
企
業
や
地
元
当

局
の
責
任
を
明
確
に
す
る
よ
う
な
新
た

な
政
策
あ
る
い
は
規
制
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
今
後
実
施
す
る
つ
も
り
が
あ

る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政

労働者がバッグに入れた収穫したトウモロコシを運んでいる様子、生産現場から倉
庫へ（筆者撮影）
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策
や
規
制
が
便
益
の
最
大
化
に
寄
与
す

れ
ば
、
世
界
で
最
も
貧
し
く
日
々
の
食

事
に
も
事
欠
く
国
の
ひ
と
つ
に
と
っ
て
、

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
発
展
を
も
た

ら
す
一
因
と
な
る
。
今
後
よ
り
大
規
模

な
土
地
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
お
よ
び
影

響
を
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
開
発
計
画
に
沿

っ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た

法
規
定
お
よ
び
政
治
規
定
が
決
定
的
に

重
要
に
な
る
。

（T
silavo Ralandison

／
ア
ン
タ
ナ
ナ

リ
ボ
高
等
技
術
学
院
［Institut Su-

perieur de T
echnologie dʼ A

nta-
nanarivo

］）

《
注
》

⑴ 

土
地
収
奪
の
問
題
に
世
界
の
注
目
を

向
け
た
最
初
の
論
文
の
ひ
と
つ
が
、

非
政
府
組
織
のGrain

が
発
表
し
た

も
の
だ
っ
た
。
以
来
、
学
術
機
関
、

国
際
機
関
、
報
道
機
関
に
よ
っ
て
土

地
収
奪
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
を
含
む

多
く
の
国
は
食
料
生
産
を
長
年
外
部

委
託
し
て
い
る
た
め
、
外
国
主
体
に

よ
る
土
地
利
用
は
決
し
て
前
例
の
な

い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑵ 

「
国
境
を
越
え
た
」
と
は
、
少
な
く

と
も
二
国
間
で
行
わ
れ
る
取
引
を
指

し
て
い
う
。
売
り
手
は
発
展
途
上
国

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
買
い
手
は
通

常
先
進
国
で
あ
る
。「
土
地
取
引
」

と
は
広
大
な
土
地
（
一
般
に
一
〇
〇

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）
の
賃
借
ま
た

は
購
入
を
指
し
、
三
〇
年
か
そ
れ
以

上
と
い
っ
た
長
期
に
わ
た
る
土
地
の

使
用
権
ま
た
は
所
有
権
の
移
転
を
と

も
な
う
。

⑶ 

留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が

「
土
地
収
奪
」
と
い
う
用
語
を
用
い

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
代
わ
り
に

「
農
業
へ
の
海
外
直
接
投
資
」「
農
業

投
資
」「
農
地
取
得
」
な
ど
の
用
語

を
用
い
る
。

⑷ 

熱
帯
植
物
の
ヤ
ト
ロ
フ
ァ
は
、
種
子

に
油
分
を
含
み
、
石
油
精
製
品
の
代

わ
り
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

ヤ
ト
ロ
フ
ァ
燃
料
の
生
産
高
は
年
間

で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
お
よ
そ
一

六
・
五
バ
レ
ル
。
し
た
が
っ
て
石
油

精
製
品
を
代
替
す
る
に
は
広
大
な
土

地
を
必
要
と
す
る
。
た
と
え
ば
二
〇

一
〇
年
に
お
よ
そ
一
九
億
バ
レ
ル
だ

っ
た
世
界
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
需
要

を
満
た
す
に
は
、
ヤ
ト
ロ
フ
ァ
の
栽

培
に
お
よ
そ
一
億
一
六
〇
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
ち
な
み
に

二
〇
一
三
年
の
日
本
の
総
耕
作
地
は

四
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
（
農

林
水
産
省
、
二
〇
一
四
年
）。

⑸ 

一
農
期
に
労
働
者
一
人
が
稼
ぐ
平
均

的
な
総
給
与
額
は
、
労
働
日
数
一
〇

〇
日
（
八
〇
〇
時
間
）
で
二
万
円
に

も
満
た
な
い
。
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